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水田域　本遺跡で水田が確認された地点を第 112 図に示した。本書で報告した第 24・28 次調査のほ







高 1.80 ～ 1.85m）から北側（標高 1.55 ～ 1.60m）に向け緩やかに低くなる傾向がみられる。一方、






なかでも 10 ～ 14 ㎡のものが多くみられた。とくに第 24 次調査では、水田面が南から北に傾斜し、
標高が低い北側では、南側に比べ水田区画の面積が小さい傾向にあることがわかった。





























































　なお、本書で報告した第 26 次調査の溝１～３および第 29 次調査の溝 27 ～ 32 は、洪水起源砂層を
除去した「暗褐色粘質土層」上面から検出されており、弥生時代前期中葉に位置づけられる可能性が






























　ほかに、第 29 次調査の土坑 1004 から布留２式期前後の壺（第 95 図䠉15）、溝 1003 から弥生時代






直径 10 〜 20cm 程度柱痕がみられる。埋土からは８世紀代の須恵器（第 102 図）が出土しており、掘
立柱建物も同時期の所産と考えられる。既往の調査では、第６次調査（北條編 1998）で同時期の掘
立柱建物が２棟、第２次調査（定森・中村編 2005）で古代から中世にかけての掘立柱建物が２棟検
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